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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

「パプリカ」英語版をみんなで歌う（上段右）。ゲームをとおしてレッスンの確認（下段左）。〔英語授業ＤＶＤより。〕

前号に引き続き、英語授業ＤＶＤ作成を終えた生徒の感想を紹介します。

● 直接小学生の反応が見られなかったのは、やっぱり残念です。少しでも小学生に臨場感を味わってもらいたいと思い、目線

をカメラに向けるのが大変でした。ボーッとしていると忘れてしまうので、少し目線が下にいく場面があったかもしれません。

Main Study は撮影のぎりぎりまで練り直しました。少しでも良いものをと努力したので、小学生にも分かってもらえるのでは

ないかと思います。● 一番大変だったのは、話すスピードでした。今私たちが話しているスピードで、小学生が理解できるか

と言われれば、たぶんできないと思います。小学生が聞いて理解できるように話すのが大切と分かったものの、いざカメラを

前にすると、緊張で早口になってしまったと思います。たくさんの時間が与えられた中で、もう少し練習しておけばよかったと

いうのが心残りです。● イラスト、授業のストーリーに力を入れました。教える内容が、果物や動物ではなく、職業だった

ので、どんなイラストにすれば伝わるか悩みました。みんなでストーリーを考えて改良していき、自分でも楽しめる授業だっ

たので、小学生も楽しんでくれるんじゃないかと思っています。ゲームはビンゴをしたのですが、実際ビンゴにならなかった

のと盛り上げるところを飛ばしてセリフが入ってしまったのもあって、練習したときよりうまくいかなかったのが悔しいです。

● 楽しかった。特に、撮影は放課後にやったから時間がたくさんあり、ミスもたくさんあったけど、皆で笑い合って乗り越え

られた。自分が休みすぎて迷惑をかけてしまったが、しっかり進められてよかった。何回かまたやってみたいと思う。次は、

小学校に直接行って、児童の反応を見ながらやりたい。撮影のＮＧシーンだけ見たい。今年の数少ない行事なので、楽しめて

良かった。● 教えることが大変だと分かりました。特に、ビデオだと物の距離感を伝えるのが難しかった。今回の経験で、ビ

デオやテレビ会議などをとおして表現する力がついて良かったです。● 最初に、去年までのこの活動の様子（実際に教えてい

るところ）を見せてほしかった。まったくゼロから授業を考えるので、「どうしよう…」ってなって詰まったときがあったので、

ある程度こんな感じというのを知っていれば、もっとスムーズにできたと思う。ごたごたしたところもあったけど、最終的に

は完成したのでよかった。教える立場がものすごく大変ということが分かり、良い経験になった。


